
カラーテレビ三色発色の図

写
真
も
テ
レ
ビ
も
な
か
っ
た
ル
ネ
ッ

サ
ン
ス
の
頃
の
西
洋
絵
画
は
、
ま
ず
線

で
形
を
と
り
、
黒
茶
色
で
明
暗
を
施
し

た
あ
と
、
色
を
さ
っ
と
か
け
る
と
い
う

順
序
が
常
道
で
、
最
近
の
よ
う
な
キ
ャ

ン
バ
ス
に
い
き
な
り
色
を
塗
ら
な
い
。

ま
さ
に
、
こ
の
手
法
が
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
の
技
術
に
応
用
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
白
黒
と
カ
ラ
ー
の
両
方
の
画
像
を

必
要
と
す
る
た
め
に
、
赤
緑
青
と
い
う

三
つ
の
信
号
に
被
写
体
を
分
解
し
、
さ

ら
に
、
こ
れ
か
ら
白
黒
の
信
号
を
つ
く

る
。
そ
し
て
、
別
に
つ
く
ら
れ
た
色
度

人間の眼断図 八
神
戸
市
企
画
局
参
事
Ｖ

☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
八
皿
Ｖ

色
覚
と

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

諸
岡
博
熊

赤を反射し，緑，青を透過する鏡
同時( 並列) 式カラーテレビジョン

信
号
を
か
け
て
、
き
め
細
か
く
被
写
体

を
表
現
し
て
い
る
白
黒
信
号
を
カ
ラ
ー

に
す
る
。
そ
し
て
明
る
さ
の
成
分
を
取

去
っ
た
、
つ
ま
り
、
明
る
さ
が
一
様
な

色
と
い
う
も
の
に
対
す
る
人
間
の
目
の

分
解
能
は
、
明
る
さ
の
み
の
画
像
に
対

す
る
分
解
能
の
数
十
分
の
一
で
あ
る
。

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
絵
画
手
法
と
同
様

な
色
度
と
輝
度
を
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
は
分

け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
色
が
な
ぜ
見

え
る
か
は
、
今
か
ら
二
百
年
前
、
イ
ギ

リ
ス
の
ヤ
ン
グ
が
三
色
説
を
述
べ
、
こ

れ
に
対
し
て
ド
イ
ツ
の
ヘ
ー
リ
ン
グ

が
、
約
百
年
前
に
、
反
対
色
説
ｌ
赤

・
緑
黄
・
青
白
・
黒
ｌ
を
述

寺
へ
、
百
年
あ
ま
り
論
争
が
続
い
た
が
、

最
近
、
電
気
生
理
学
が
解
決
し
た
。

つ
ま
り
、
網
膜
の
表
面
に
三
種
類
の

異
な
る
波
長
に
反
応
す
る
も
の
が
あ
り

さ
ら
に
視
神
経
を
通
っ
て
大
脳
に
向
う

途
中
で
、
反
対
色
説
に
似
た
反
応
、
つ

ま
り
、
網
膜
内
の
視
細
胞
に
光
が
当
っ

て
生
理
反
応
が
起
っ
た
あ
と
、
網
膜
か

ら
で
て
視
神
経
に
向
う
ま
で
に
は
幾
つ

か
の
神
経
細
胞
が
存
在
し
、
そ
こ
に
は

複
雑
な
神
経
回
路
が
あ
っ
て
、
三
色
説

か
ら
反
対
色
説
へ
の
移
行
を
行
う
マ
ト

リ
ッ
ク
ス
回
路
の
存
在
が
わ
か
っ
た
。

人
間
の
目
も
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
も
同
様

ま
ず
光
を
三
色
分
解
し
、
そ
の
あ
と
こ

れ
か
ら
白
黒
の
信
号
を
つ
く
り
直
し
て

頭
に
送
り
込
む
と
同
時
に
色
信
号
を
別

の
ル
ー
ト
で
送
り
込
む
と
い
う
輝
度
、

色
度
分
離
形
と
い
う
の
は
、
偶
然
の
一

致
と
は
い
え
不
思
議
な
も
の
で
あ
る
。

一
方
、
人
間
の
目
の
色
分
解
能
の
よ

い
の
は
視
野
の
中
心
数
度
の
範
囲
だ
け

で
、
そ
の
周
り
は
急
速
に
分
解
能
が
悪

く
な
る
。
視
野
の
中
心
の
半
径
二
○
度

の
範
囲
で
、
そ
の
周
囲
は
赤
緑
色
盲
、

さ
ら
に
、
周
辺
は
全
色
盲
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
人
間
は
反
射
的
に
目
玉

を
動
か
し
て
、
分
解
能
、
色
覚
と
も
に

よ
い
視
野
の
中
心
部
を
自
動
制
御
し
て

つ
ね
に
対
象
物
の
的
確
な
と
こ
ろ
に
向

け
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
の
た
び
に

と
ら
え
ら
れ
た
情
報
を
大
脳
に
短
期
蓄

積
す
る
か
ら
、
視
野
全
体
が
高
い
分
解

能
で
、
し
か
も
色
も
つ
い
て
み
え
て
い

る
の
だ
。

人
間
の
目
は
、
精
巧
な
カ
ラ
ー
テ
レ

ビ
の
カ
メ
ラ
で
は
な
く
て
、
こ
の
よ
う

な
色
覚
に
対
す
る
巧
妙
な
か
ら
く
り
が

ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
完
壁
に
で

き
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

( 百科事典から）

１
６２
１
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言
」
「
こ
れ
か
ら
の
企
業
内
福

祉
ｌ
生
き
が
い
の
生
涯
福
祉

こ
の
概
要
説
明
が
あ
り
、
引

き
続
い
て
地
階
ホ
ー
ル
で
祝
賀

パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
た
。

神
戸
経
済
同
友
会
で
は
三
十

周
年
を
記
念
し
て
「
創
立
三
十

周
年
記
念
誌
」
も
発
行
。
内
容

は
「
神
戸
経
済
同
友
会
の
三
十

年
」
、
榎
並
正
一
バ
ン
ド
ー
化

学
取
締
役
会
長
は
じ
め
十
九
名

の
歴
代
代
表
幹
事
随
想
、
代
表

幹
事
・
常
任
幹
事
一
一
十
一
名
に

よ
る
座
談
会
「
こ
れ
か
ら
の
神

戸
経
済
同
友
会
は
い
か
に
あ
る

べ
き
か
」
付
録
と
し
て
「
続
『
神

戸
経
済
同
友
五
年
』
」
を
収
め

て
い
る
。

☆
ブ
ッ
ク
・
口
Ｉ
ン
㈱
が

パ
リ
に
和
書
専
門
店
開
く

家
庭
の
図
書
館
づ
く
り
を
モ

ッ
ト
ー
に
図
書
割
賦
販
売
の
ト

ッ
プ
を
走
る
ブ
ッ
ク
・
ロ
ー
ン

㈱
（
社
長
・
工
藤
淳
）
が
、
昨

年
十
月
に
パ
リ
・
サ
ン
ト
ノ
ー

１
６３
１

パリに開店

午
後
五
時
二
十
分
か
ら
始
っ

た
式
典
で
は
ま
ず
創
立
三
十
周

年
記
念
行
事
実
行
委
員
長
の
石

野
信
一
太
陽
神
戸
銀
行
頭
取
が

「
企
業
の
お
か
れ
て
い
る
経
営

環
境
は
今
日
ほ
ど
厳
し
い
と
き

☆
神
戸
経
済
同
友
会

創
立
釦
周
年
を
迎
え
る

神
戸
経
済
同
友
会
（
代
表
幹

事
。
奥
村
輝
之
、
鬼
塚
喜
八
郎
）

が
創
立
三
十
周
年
を
迎
え
、
十

一
月
二
十
五
日
夕
、
西
山
記
念

会
館
大
ホ
ー
ル
で
記
念
式
典
が

行
わ
れ
た
。

諜蕊

甚潅霊吟式鐸:挙鵠蕊蕊簿蕊蕊識鍵蕊謹

雲

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

ジ
ャ
ー
ナ
ル

蚤謹耀ｒ醤…. １≠
厳しきなかにも和やかなパーティ挨拶する石野信一氏

は
な
い
。
何
と
か
難
局
を
乗
り

切
ろ
う
と
決
意
を
し
て
い
る
」

と
あ
い
さ
つ
・
続
い
て
坂
井
時

忠
兵
庫
県
知
事
が
「
三
十
年
と

は
重
み
の
あ
る
歳
月
。
国
際
経

済
環
境
は
厳
し
い
が
み
な
さ
ん

方
で
何
と
か
神
戸
の
経
済
を
立

て
直
し
て
欲
し
い
」
、
宮
崎
辰

雄
神
戸
市
長
が
「
低
成
長
下
で

は
企
業
の
体
質
を
変
え
つ
つ
み

ん
な
一
緒
に
な
っ
て
一
歩
一
歩

前
進
し
な
い
と
い
け
な
い
。
一

致
協
力
し
て
神
戸
経
済
を
高
め

て
ほ
し
い
」
、
新
井
正
明
関
西

経
済
同
友
会
代
表
幹
事
が
「
神

戸
経
済
同
友
会
は
今
日
ま
で
常

に
時
代
の
一
歩
先
を
見
つ
め
、

地
域
の
し
い
て
は
日
本
の
発
展

に
寄
与
し
て
来
た
」
、
山
下
静

一
経
済
同
友
会
副
代
表
幹
事
が

「
こ
れ
か
ら
も
、
未
踏
の
分
野

で
の
新
た
な
活
躍
を
期
待
し
た

い
」
と
そ
れ
ぞ
れ
祝
辞
を
の
べ

た
。そ

の
あ
と
、
三
十
周
年
記
念

提
言
（
レ
ポ
ー
ト
）
「
企
業
と
生

涯
教
育
ｌ
企
業
人
の
反
省
と
提

理
事
長
／
三
木
重
昭
氏
八
神

戸
マ
リ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
専
務
Ｖ
蔵

理
事
長
／
浅
木
幸
雄
氏
八
北
野

ク
ラ
ブ
社
長
Ｖ
伊
丹
威
氏
八
高
蝿

酒
顛
食
品
営
業
部
長
Ｖ
大
頭
孝

三
氏
八
大
頭
歯
科
医
院
院
長
Ｖ
月

岡
清
市
氏
八
月
岡
倉
叩
社
長
Ｖ

西
宮
章
泰
氏
八
大
工
建
設
専
務
Ｖ

専
務
理
事
／
和
田
憲
昌
氏

八
和
田
典
産
専
務
Ｖ
が
主
な
顔
募

れ
。
ま
た
今
垂
度
神
戸
で
開

催
さ
れ
る
Ｊ
Ｃ
全
国
大
会
の

実
行
委
員
長
に
井
植
貞
雄
氏

八
塩
屋
土
地
専
務
Ｖ
が
就
任
し
た

☆
神
戸
Ｊ
Ｃ

本
年
度
理
事
長
に
三
木
氏

社
団
法
人
神
戸
害
牟
会
議

所
の
一
九
七
八
年
度
の
役
員

が
決
定
。義

hｉ

し
通
り
に
日
本
書
籍
の
専
門
店

「
リ
ブ
レ
リ
・
ジ
ュ
ン
ク
」
を

開
き
、
在
留
邦
人
の
間
で
好
評

を
博
し
て
い
る
。

こ
の
「
リ
ブ
レ
リ
・
ジ
ュ
ン

ク
」
（
社
長
・
辻
幸
夫
、
売
場
面

積
百
七
十
平
米
）
は
、
三
宮
セ

ン
タ
ー
街
の
姉
妹
店
「
ジ
ュ
ン

ク
堂
書
店
」
か
ら
空
輸
お
よ
び

船
便
に
よ
っ
て
、
文
庫
本
、
新

刊
書
、
雑
誌
な
ど
約
一
万
冊
を

取
り
そ
ろ
え
て
い
る
。
パ
リ
で

は
今
ま
で
和
書
入
手
が
困
難
だ

っ
た
た
め
か
、
日
本
人
ば
か
り

で
な
く
パ
リ
っ
子
の
人
気
も
上

々
・
ブ
ッ
ク
・
ロ
ー
ン
本
社
の

大
川
専
務
は
「
書
籍
の
販
売
に

と
ど
ま
ら
ず
、
日
仏
の
文
化
交

流
の
担
い
手
た
ら
ん
と
努
力
し

て
い
ま
す
」
と
語
り
、
そ
の
活

躍
ぶ
り
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

新理事長の
三木重昭氏
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灘簿

鍵
議
溌
識
蕊
輔
瀞
熱
感
撫
癖
錨
鯉
惣
１
爵
穐
覇
．
Ａ
・
鶴
躍

神
戸
風
月
堂
本
社
ビ
ル
が
完
成
。
元

町
通
三
丁
目
本
通
り
に
面
し
た
本
社
ピ

ル
は
、
一
階
が
菓
子
売
場
と
喫
茶
、
二

階
が
レ
ス
ト
ラ
ン
、
三
階
四
階
が
事
務

所
、
五
階
が
茶
室
を
も
つ
和
風
特
別
室

地
下
一
階
は
豪
華
な
多
目
的
ホ
ー
ル
と

い
う
堂
々
た
る
内
容
を
も
っ
た
ピ
ル
で

あ
る
。
外
観
は
煉
瓦
風
仕
上
の
浦
栖
な

た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
お
り
神
戸
元
町

の
魅
力
が
ま
た
ひ
と
つ
増
え
た
と
い
え

る
。
全
体
的
に
非
常
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ

ブ
ル
な
粋
な
構
え
で
あ
り
、
特
に
地
階

の
多
目
的
ホ
ー
ル
は
一
一
百
席
、
一
一
百
人

の
パ
ー
テ
ィ
も
出
来
る
、
ミ
ニ
シ
ピ
ル

ホ
ー
ル
で
あ
り
神
戸
文
化
の
拠
点
が
こ

こ
に
誕
生
し
た
。

こ
の
盛
事
は
時
に
風
月
堂
創
業
八
十

周
年
に
あ
た
り
、
去
る
十
一
月
三
十
日

（
水
）
創
業
八
十
周
年
記
念
祝
賀
と
新

社
屋
完
成
の
祝
典
が
開
か
れ
た
。
出
席

し
た
宮
崎
神
戸
市
長
は
「
こ
こ
に
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
の
新
し
い
魅
力
が

加
わ
り
、
そ
の
一
翼
を
担
う
菓
子
業
界

が
力
強
く
繁
栄
す
る
と
同
時
に
こ
の
風

月
堂
ホ
ー
ル
こ
そ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
拠

点
に
も
な
り
神
戸
文
化
を
育
て
る
温
床

に
な
る
」
と
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
パ
ー
テ
ィ
は
司
会
を
藤
田
ま
こ
と

が
受
持
ち
、
砂
野
仁
氏
、
玉
井
操
氏
（
会

頭
挨
拶
代
読
）
の
挨
拶
の
あ
と
光
田
神

戸
新
聞
社
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
が
は

じ
ま
り
、
藤
井
久
雄
氏
（
観
世
流
職
分
）

の
謡
舞
が
あ
り
、
ゲ
ス
ト
に
橘
幸
夫
の

歌
、
と
豪
華
な
祝
宴
だ
っ
た
。

謡逼のひろば

くＩ＞

●
地
階
に
豪
華
な
多
目
的
ホ
ー
ル

神
戸
風
月
堂

本
社
ビ
ル
完
成

１
６４
１

也塑繍 鱗
上は元町３丁目に完成した神戸風月堂本社ピル
洋上は多目的ホールであいさつする吉川社長
左下は池田隆政ご夫妻と橋幸夫さんを迎えて、
吉川社長、下村専務

鱗; 嬢
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松
原
越
し
に
白
帆
が
行
き
交
う
舞
子

風
景
図
が
、
大
徳
利
に
の
ど
や
か
に
描

か
れ
て
い
る
古
舞
子
焼
。

「
舞
子
焼
」
は
、
寛
政
年
間
、
あ
る

い
は
そ
れ
以
前
に
舞
子
周
辺
の
土
を
採

取
し
て
舞
子
附
近
で
つ
く
ら
れ
、
文
化
、

文
政
、
天
保
を
経
て
明
治
中
期
ま
で
続

い
て
い
た
が
、
大
正
末
に
廃
窯
。

神
戸
の
陶
芸
家
南
汎
さ
ん
（
垂
水
区

神
出
町
広
谷
６
２
３
）
が
、
独
力
で
舞

子
焼
を
再
興
、
昨
年
ｎ
月
に
待
望
の
旧

舞
子
登
り
窯
を
再
現
し
た
。

ｎ
月
過
日
ｌ
加
日
ま
で
は
「
作
陶
展
」

が
、
生
田
神
社
会
館
２
階
ロ
ビ
ー
で
約

１
２
０
点
の
、
古
舞
子
焼
と
南
さ
ん
の

作
品
を
展
示
。
短
目
に
は
「
南
汎
舞
子

焼
登
り
窯
再
現
記
念
祝
賀
会
」
が
、
生

田
神
社
会
館
４
Ｆ
ホ
ー
ル
で
約
２
０
０

人
が
集
っ
て
開
か
れ
た
。

小
池
美
代
子
さ
ん
ら
の
一
絃
琴
の
演

奏
や
、
ス
ピ
ー
チ
、
青
木
重
雄
さ
ん
の

「
舞
子
焼
」
の
歴
史
な
ど
の
話
に
続
い

て
突
然
、
緊
急
動
議
と
や
ら
で
南
和
恵

夫
人
八
二
紀
会
Ｖ
と
の
結
婚
披
露
宴
も

兼
ね
て
は
ど
う
か
と
。
和
恵
夫
人
が
若

く
し
て
南
さ
ん
の
後
妻
に
な
り
、
嫁
入

道
具
代
り
に
南
汎
さ
ん
の
作
陶
生
活
に

投
資
し
て
創
作
活
動
を
助
け
、
可
愛
い

い
さ
や
か
ち
ゃ
ん
も
生
れ
た
が
、
挙
式

も
な
し
と
い
う
。
生
田
神
社
が
そ
れ
な

ら
と
一
肌
ぬ
い
で
前
日
に
挙
式
。
大
拍

手
で
こ
の
南
夫
妻
の
愛
の
物
語
に
披
露

宴
も
Ｏ
Ｋ
。
真
筆
な
夫
妻
の
努
力
が
実

っ
た
心
な
ご
む
宴
だ
っ
た
。

上「舞子焼」の登り窯を再現した垂水神出の自
宅で南汎さん。左上は祝賀会に嬉し涙の南夫妻
とさやかちゃん。左下は「舞子焼」を語る陶芸
評論家の青木重雄さん。

●
南
汎
さ
ん
が
夫
婦
以
っ
て

情
熱
賭
け
る
「
舞
子
焼
」

登
り
窯
再
現
と
作
陶

１
６５
１

話題のひろば

くⅡ＞
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関
西
貿
易
株
式
会
社

株
式
会
社
神
戸
製
鋼
所

取
締
役
社
長
高
橋
孝
吉

神
戸
市
葺
合
区
脇
浜
町
一
’
三
！
一
八

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
一
五
五
一

兵
庫
ト
ヨ
タ
自
動
車
謹

取
締
役
社
長
瀧
川
博
刷

神
戸
市
葺
合
区
磯
辺
通
四
丁
目
二
’
一
二

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
一
五
一
（
大
代
）

株
式
会
社
ダ
イ
エ
ー

取
締
役
社
長
中
内
功

大
阪
府
吹
田
市
豊
津
町
九
番
一
号

電
話
（
○
六
）
三
八
○
’
四
一
四
七

取
締
役
社
長
乾
豊
彦

神
戸
市
生
田
区
海
岸
通
八
番

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
三
三
六
六
㈹

菊
正
宗
酒
造
株
式
会
社

田
崎
真
珠
株
式
会
社

取
締
役
社
長
田
崎
俊
作

神
戸
璽
答
区
旗
塚
通
六
丁
目
三
’
一
○

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
三
三
二
一

( 順不同〕

１
６６

角
南
商
事
株
式
会
社

取
締
役
社
長
角
南
猛
夫

神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
七
丁
目
一
番

（
三
宮
ピ
ル
北
館
８
階
）

電
話
（
○
七
八
）
二
五
一
’
五
五
二
（
代
）

ウ
シ
オ
エ
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
牛
尾
吉
朗

神
戸
市
生
田
区
江
戸
町
九
五

ウ
シ
オ
ピ
ル

電
話
（
○
七
八
）
三
九
二
’
二
○
一
五
㈹

取
締
役
社
長
竹
田
剛
男

神
戸
市
兵
庫
区
出
在
家
町
二
’
六
’
一
九

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
六
○
一
二
㈹

代
表
取
締
役
嘉
納
毅
六

神
戸
市
東
灘
区
御
影
本
町
一
’
七
’
一
五

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
○
○
○
一

乾
汽
船
株
式
会
社

石
野
証
券
株
式
会
社

取
締
役
社
長
石
野
成
明

神
戸
市
生
田
区
栄
町
通
一
丁
目
八
’
一
一

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
○
○
○
一
㈹
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取
締
役
社
長
森
本
順
二

神
戸
市
葺
合
区
小
野
柄
通
七
’
一
’
一
八

ビ
ル
事
業
部

電
話
（
○
七
八
）
二
一
一
二
’
九
三
八
一

謹賀新年 1 9 7 8 左三元旦

蕊i蕊鍵議溌溌鍵熱…『

取
締
役
社
長
三
輪
吉
郎

神
戸
市
葺
合
区
脇
浜
町
一
一
丁
目
二
’
一

電
話
（
○
七
八
）
一
一
五
一
’
五
○
○
一
㈹

i i i 蕊灘蕊蕊霞鍵蕊蕊一" 蕊蕊頚；癖･ 蕊諒霊巽鑑憩 鏡蕊鍵舞 ､ …蝿

代
表
取
締
役
近
藤
忠
吉

神
戸
市
生
田
区
加
納
町
二
丁
目
三
○

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
四
三
一
一
○

小
林
桂
株
式
会
社

代
表
取
締
役
小
林
博
司

神
戸
市
生
田
区
東
町
一
一
一
一
一
一

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
八
四
三
一
㈹

三
輪
運
輸
工
業
株
式
会
社

〔ＩＦ軒く同

兵
庫
信
用
金
庫

１

１６７
１

Ｕ
Ｃ
Ｃ
上
島
伽
俳
（
株
）
本
社

蔀
表
取
締
謎
上
島
忠
雄

神
戸
市
生
田
区
多
聞
通
五
丁
目
三

電
話
（
○
七
八
）
三
四
一
’
三
六
○
六
（
代
）

三
宮
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

森
本
倉
庫
株
式
会
社

近
藤
忠
商
事
株
式
会
社

取
締
役
社
長
竹
馬
準
之
助

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
三
丁
目
四
五
三

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
六
六
五
一

日
本
香
料
薬
品
株
式
会
社

取
締
役
社
長
小
野
一
夫

神
戸
市
葺
合
区
脇
浜
町
三
丁
目
一
一
一
’
一
一

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
一
九
七
五
㈹

株
式
会
社
淡
路
屋

取
締
役
社
長
寺
本
混

神
戸
市
生
田
区
相
生
町
一
一
神
戸
駅
構
内

電
話
（
○
七
八
）
三
五
一
’
一
六
八
二

神
戸
地
下
街
株
式
会
社

さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

サ
ン
こ
う
べ

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
四
○
一
一
四
㈹

竹
馬
産
業
株
式
会
社

理
事
長
園
田
正
和

姫
路
市
北
条
口
一
○
八
番
地

電
話
（
○
七
九
二
）
八
二
－
一
二
五
五
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取
締
役
社
長
渡
遥
正
二

神
戸
市
生
田
区
波
止
場
町
中
突
堤

中
央
ビ
ル

電
話
（
○
七
八
）
三
二
一
’
○
一
五
一
㈹

元旦

１
６８
１

鱗
鶴

株
式
会
社
大
丸
神
戸
店

取
締
役
店
長
北
尾
信
一

神
戸
市
生
田
区
明
石
町
四
○
番
地

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
八
一
二
一
㈹

帝
真
貿
易
株
式
会
社

株
式
会
社
山
勝
真
珠

蔀
表
取
締
課
山
本
勝

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
二
丁
目
七
七

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
○
○
五
一
㈹

神
戸
マ
リ
ン
ベ
ア
リ
ン
グ
誹
砿

取
締
役
社
長
一
一
一
木
重
雄

取
締
役
専
務
三
木
重
昭

神
戸
市
長
田
区
長
楽
町
七
－
一
’
六

電
話
（
○
七
八
）
七
三
一
一
’
六
八
八
一
㈹

読
芯
ノ
ワ
ザ

取
締
役
社
長
野
津
太
一
郎

神
戸
市
生
田
区
浪
花
町
一
五
番
．
地

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
七
一
一
一
二
㈹

( 順不同〕

島
文
工
業
株
式
会
社

取
締
役
社
長
金
井
厚

神
戸
市
生
田
区
加
納
町
四
’
一
－
一
一
一
八

電
話
（
○
七
八
）
三
九
一
’
一
一
一
二
六

早
駒
運
輸
株
式
会
社

サ
ン
ト
リ
ー
株
式
会
社

神
戸
支
店

支
店
長
細
江
正
義

神
戸
市
葺
合
区
浜
辺
通
五
’
一
－
一
四

神
戸
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

電
話
（
○
七
八
）
二
三
一
’
四
七
二
一

取
締
役
社
長
島
田
文
六

神
戸
市
灘
区
岩
屋
中
町
四
丁
目
一
一
’
七

電
話
（
○
七
八
）
八
七
一
’
五
一
八
一

株
式
会
社
神
戸
眼
鏡
院

専
務
取
締
彼
鳥
越
哲

神
戸
市
生
田
区
元
町
通
一
一
一
丁
目
一
一
一
一
○

電
話
（
○
七
八
）
三
一
二
’
一
一
二
二
㈹

株
式
会
社
ミ
キ
モ
ト

代
表
取
締
役
本
間
利
章

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
四
丁
目
一
一
三

電
話
（
○
七
八
）
二
一
二
’
九
八
八
二
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柿

謹賀新年 1 9 7 8 年元旦

沼
産
婦
人
科

通
八
’
三
’
七

命
ピ
ル
）

神
戸
市
垂
水
区
西
脇
一
丁
目
三
’
二
一
一

電
話
（
○
七
八
）
七
八
三
’
五
六
○
一

( 順不同）

１
６９
１

Ｂ
Ｉ
Ｇ
（
英
国
保
険
団
）
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

取
締
役
社
長
冨
永
幹
太

大
阪
市
東
淀
川
区
豊
里
三
番
町
三
一
一
六

電
話
（
○
六
）
三
二
九
’
六
一
六
一
㈹

有
限
会
社
シ
ー
。
パ
ー
ル

代
表
取
締
役
三
浦
昭
和

神
戸
市
生
田
区
山
本
通
四
’
九
七
’
五
○

電
話
（
○
七
八
）
二
四
二
－
五
一
四
九
㈹

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社
神
戸
国
際
ホ
テ
ル

取
締
役
社
長
山
本
孝

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
通
八
丁
目
一
’
六

電
話
（
○
七
八
）
二
二
一
’
八
○
五
一
㈹

ニ
ュ
ー
ブ
ー
ン
フ
レ
ッ
シ
ュ
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

㈲
神
戸
損
害
保
険
事
務
所

代
表
取
締
役
大
原
孝
夫

（
株
）
Ｎ
・
Ｂ
フ
ー
ズ

神
戸
市
東
灘
区
魚
崎
西
町
四
‐
一
一
‐
二
二

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
－
四
五
九
五
㈹

時
‐
ツ
時
‐
行
／
エ
ル

ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ヌ

謹
電
姥
畷
鉦
需
副
三
脚
寺

電
話
（
○
七
八
）
一
一
五
一
’
○
○
一
一
一

大
阪
市
西
区
京
町
堀
一
丁
目
三
－
一
一
一

（
辰
巳
ビ
ル
ー
階
）

電
話
（
○
六
）
四
四
三
’
八
七
二
一

今
津
建
設
株
式
会
社

取
締
役
社
長
今
津
成
生

神
戸
市
兵
庫
区
吉
田
町
一
一
丁
目
一
一
六
’
四

電
話
（
○
七
八
）
六
七
一
’
三
六
三
一
一
㈹

代
表
取
締
役
保
田
信
之

佐
本
小
児
歯
科

院
長
佐
本
進

神
戸
市
生
田
区
加
納
町
五
丁
目
一
一
一
九

住
友
銀
行
三
宮
ピ
ル
六
階

電
話
（
○
七
八
）
三
三
一
’
六
三
○
二
’
三

渉屋

院
長
柿
沼
祐
一

芦
屋
市
大
桝
町
一
’
一
八

電
話
（
○
七
九
七
）
三
一
’
一
二
三
四

空
気
調
和
・
術
生
設
伽
・
設
計
施
工

株
式
会
社
本
庄
商
会

取
締
役
社
長
下
井
忠
治

神
戸
市
東
灘
区
住
吉
宮
町
七
’
四
’
一

電
話
（
○
七
八
）
八
五
一
’
四
二
九
一
（
大
代
）

東
神
物
産
株
式
会
社

ビ
ス
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蓄
電
２
妻
尖
ん
ザ
ら
ゐ

本
部
・
仕
入
部

神
戸
本
店
さ
ん
ち
か
店

銀
座
コ
ア
店

銀
座
メ
ル
サ
店

東
京
渋
谷
東
急
店

日
本
橋
東
急
店

池
袋
パ
ル
コ
店

7０
１

神
戸
市
東
涯
区
青
木
五
丁
目
一
五
’
’
九

市
街
地
改
造
に
よ
り
工
頚
中

神
戸
市
生
田
区
三
宮
町
一
丁
目
一

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
八
’
二
○

（
四
階
き
も
の
コ
ア
）

東
京
都
中
央
区
銀
座
五
丁
目
七
’
一
二

束
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
二
丁
目
一
一
四
’
一

（
五
階
和
装
名
家
街
）

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
通
一
丁
目
九
’
二

（
四
階
和
装
名
家
街
）

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
一
丁
目
二
八
’
二

（
四
階
き
も
の
小
路
）

電
話
○
七
八
’
四
五
二
－
五
二
九
○
（
代
）

昭
和
五
十
三
年
三
月
開
店

電
話
○
七
八
－
三
三
二
－
一
七
○
○

電
話
○
三
’
五
七
三
’
五
二
九
八
（
代
）

電
話
○
三
’
五
七
四
’
八
○
六
五
（
直
）

電
話
○
三
’
四
七
七
－
三
四
○
九
（
直
）

電
話
○
三
’
二
一
一
’
○
五
一
一
（
代
）

（
内
線
一
一
九
四
）

電
話
○
三
’
九
八
七
’
○
五
六
一
（
直
）

許認新筑
今年もどうぞよろしく

、豊昭和5 3年元ｕー'惨』
おいしさは万国共通のことば。

蕊蕊鍵

F? Ｌハイムのお菓子は，純正材
料をた′ぶり使い、それぞれの
持ち味を生かして作られていま
す。お子さまはもちろん、味に
うるさいパパにも、そのおいし
さがよる喜ばれています。 １－・・－－ｌＨ

－のマークのお暇でお頁し球め下さい

》
》

〃－〃、市ｒｒＱ

宮生田神社前T E L ( 3 3 1 > 1 6 9 4一
二
一
二
三
フ

店
｛
盾
店
店

三宮大丸前T E L I 3 3 1 ) 2 1 0 1
三宮地下街ｽｳｲｰﾂﾀｳﾝ内TEL(391)3589
ﾌ ﾗ ﾝ ｸ ﾌ ﾙ ﾄ ｹ ｰ ﾃ ﾊ ｳ ｽ内正L( 0 6Ｗ１Ｗ”

宮
んちか
ドイツ

本
三
さ
西
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蝿
…
識
鍵
鍵

「
細
川
先
生
、
そ
れ
ほ
ん
ま

、
、

に
き
き
ま
ん
の
か
」
「
え
え
、

そ
れ
が
ど
う
も
使
い
だ
し
て
ま

だ
間
が
な
い
か
ら
何
と
も
い
え

ま
せ
ん
が
私
は
物
を
書
い
て
よ

、
、

う
一
肩
を
声
」
ら
し
ま
ん
ね
ん
。
そ

れ
が
こ
の
水
を
飲
む
と
不
思
議

、
、

に
肩
の
ァ
」
り
が
、
い
つ
の
間
に

や
ら
ス
ウ
ー
と
無
く
な
り
ま
す

ね
ん
。
女
房
も
ア
レ
ル
ギ
ー
体

質
や
い
う
て
ま
し
た
が
、
調
子

が
い
い
よ
う
で
す
ワ
、
そ
や
か
、
、

ら
や
っ
ぱ
り
、
シ
」
れ
は
き
い
と

る
よ
う
で
す
ワ
」
「
ヘ
ェ
ー
ほ

ん
ま
で
っ
か
？
」
と
い
う
次
第

で
、
哲
学
者
の
細
川
童
先
生
が

い
い
は
ん
の
や
か
ら
と
、
我
家

も
使
用
開
始
。
聞
け
ば
こ
の
活

性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
は
口

コ
ミ
で
目
下
好
評
ら
し
い
。

戦
時
中
外
地
で
一
兵
卒
だ
っ

た
と
き
、
水
に
は
全
く
苦
労
し

た
。
普
通
の
水
を
確
保
す
る
の

に
必
死
だ
っ
た
。
そ
の
普
通
の

水
が
現
在
で
は
魔
法
の
水
な
ら

ぬ
健
康
の
水
と
な
る
。
ま
こ
と

に
現
代
科
学
の
恩
恵
で
あ
る
。

女
房
の
ア
レ
ル
ギ
ー
や
俺
れ
の

生
力
増
進
に
、
こ
の
水
が
如
何

に
役
立
っ
て
く
れ
る
か
、
今
年

は
こ
れ
が
楽
し
み
だ
。

ほ
ん
ま
か
い
な
の
水

昌戦

ﾗ職！
リ

活
性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
生
成
器

は
水
道
水
を
急
速
に
電
解
処
理
し
て
活

性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
（
ア
ル
カ
リ

水
）
と
、
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ
ン
液
（
酸
性

水
）
を
同
時
に
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
イ
オ
ン
水
は
、
消
化
不
良
、
慢

性
下
痢
、
胃
腸
内
異
状
発
酵
、
制
酸
作

用
に
も
有
効
で
、
酸
性
に
傾
き
が
ち
な

体
液
を
理
想
的
な
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保

つ
働
き
を
し
ま
す
。
こ
の
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ミ
ネ
ラ
ア
サ
ヒ
」
の
特
色
は
、
①
旭

硝
子
が
開
発
し
た
特
殊
電
極
②
素
焼
は

鰻
高
級
③
便
利
な
連
続
取
水
機
構
④
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
⑤
生
成
時
間
は
わ

ず
か
５
分
、
徹
底
し
た
安
全
設
計
⑦
付

属
品
も
万
全
で
す
。

八
標
準
価
格
５
９
，
５
０
０
円

割
賦
販
売
茄
力
月
）
も
あ
る
Ｖ

旭
硝
子
の

ナ
チ
ュ
ラ
ル

ミ
ネ
ラ
ア
サ
ヒ

●
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
飲
ん
で
ま
す
人
１
月
Ｖ

７１

☆
１
月
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
山
本

仲
睦
ま
じ
い
山
本
さ
ん
御
夫
婦

イ
オ
ン
水

ロ
活
性
カ
ル
シ
ウ
ム

芳
樹
さ
ん

八
美
術
研
究
家
Ｖ

久
子
さ
ん

挫総発売元・技術指導

途か旭硝子ﾎ朱式会社
本社〒1 0 0 束京都千代田区丸の内2 ハノ２
（千代田ビル) 特品営業部垂( 2 1 8 ) 5 5 7 4

代 理店

蕊〃一つ､ 《《
〒6 5 1 葺合区磯辺通１丁目１ノ2 ０
078(251)3531(代）
健康機器販売部２５１－３５９３．４

蔦
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も
う
長
い
付
き
合
い
の
友
人
の
一
人
に
、
い
ま
だ
か
っ
て
生
田

神
社
の
境
内
に
入
っ
た
こ
と
の
な
い
の
が
い
る
。
毎
晩
の
ご
と
く

。
■
●
ｃ
■

そ
の
ま
わ
り
を
俳
佃
し
て
い
る
く
せ
に
な
ん
た
る
や
ハ
チ
ア
タ
リ
。

私
が
生
田
神
社
の
丞
女
サ
ン
に
な
っ
て
来
た
と
言
っ
た
ら
、

一
‐
へ
え
－
つ
・
中
へ
入
っ
た
ん
か
」

あ
た
り
前
だ
。
外
を
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
何
が
で
き
る
。

「
そ
ん
で
、
あ
す
こ
に
は
ど
ん
な
神
サ
ン
い
て
ん
ね
ん
」

私
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
覚
え
た
て
の
知
識
を
披
露
。

わ
か
ひ
ろ
め
の
み
こ
と

「
全
の
の
ね
え
、
稚
日
女
尊
ゅ
う
て
、
若
く
み
ず
み
ず
し
い
太
陽
の

上まずはお萩いをして清めてもらうのです
中何番？それ大吉やわ
下お嬢ちゃんいくつ？圭苓＝だから三つに決まっているのに

7２

蕊

●
小
山
〃
里
予
の

識
蒜
腿
な
る
挑
戦
八
９
Ｖ

清
い
清
い
皿
女
な
の
し
よ

ょ
う
な
神
サ
ン
が
祭
っ
た
ん
ね
ん
。
天
照
大
神
の
分
身
み
た
い
な

胆
ぎ
み
た
ま

も
ん
か
な
。
和
魂
と
も
い
う
ら
し
い
わ
。
と
に
か
く
や
さ
し
い
女

ら
し
い
神
サ
ン
、
私
み
た
い
な
も
ん
・
や
ね
」

相
手
、
し
ば
ら
く
絶
句
、
あ
げ
く
の
果
て

「
た
た
り
じ
ゃ
あ
、
生
田
サ
ン
の
た
た
り
じ
ゃ
あ
…
…
」

と
逃
げ
て
い
っ
た
。

さ
て
、
座
女
生
活
の
第
一
歩
は
ま
ず
衣
裳
か
ら
。
白
い
着
物
に

赤
い
袴
。
足
袋
だ
け
持
参
で
、
あ
と
は
江
原
さ
ん
か
ら
借
り
受
け

た
。
居
合
わ
せ
た
梅
本
さ
ん
も
手
伝
っ
て
く
れ
、
袴
の
短
い
の
を

１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



§

唾L§醗錘露［

腰
を
下
げ
て
な
ん
と
か
一
人
前
に
し
て
く
れ
た
。
衣
装
と
と
の
っ

た
と
こ
ろ
で
、
本
殿
前
で
お
被
い
を
受
け
る
。
さ
っ
き
ま
で
の
浮

い
た
気
持
が
一
瞬
厳
粛
に
な
る
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
一
瞬
だ
っ

た
。
だ
っ
て
、
そ
の
次
は
と
頭
を
上
げ
た
ら
、
加
藤
椎
宮
司
、
む

こ
う
の
方
か
ら
竹
ぼ
う
き
持
っ
て
来
て

「
さ
あ
、
境
内
の
掃
除
や
っ
て
も
ら
お
う
か
」

「
も
う
済
ん
で
る
の
と
ち
や
い
ま
す
か
、
き
れ
い
で
す
や
ん
」

雨
い
や
、
あ
っ
ち
の
階
段
は
ま
だ
や
／
」

あ
く
ま
で
や
ら
す
気
だ
。

階
段
の
掃
除
が
す
ん
だ
ら
、
ち
ょ
う
ど
七
・
五
・
三
の
お
ま
い

り
に
可
愛
い
女
の
子
を
連
れ
た
一
家
が
や
っ
て
来
た
。
今
度
は
お

被
い
を
受
け
る
一
家
の
横
に
立
ち
、
千
歳
あ
め
を
上
げ
る
役
目
。

一
人
に
一
個
と
思
い
、
五
個
持
っ
て
た
ら
、
横
か
ら
江
原
さ
ん
、

小
さ
な
声
で

「
あ
の
－
一
個
だ
け
で
い
い
の
」

も
う
ち
ょ
っ
と
で
生
田
神
社
に
損
さ
す
と
こ
だ
っ
た
。
女
の
子

の
着
物
を
ほ
め
て
失
敗
を
ご
ま
か
す
。

さ
て
、
生
田
神
社
の
御
祭
神
で
あ
る
稚
日
女
尊
は
、
神
代
の
昔

か
ら
、
我
々
庶
民
の
健
康
長
寿
、
家
運
繁
昌
、
そ
し
て
ま
た
円
満

和
楽
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ
、
故
に
結
婚
式
も
ま
た
ず
い
ぶ
ん
た

く
さ
ん
行
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
疋
女
の
仕
事
の
か
な
り
の
部
分

を
、
こ
の
結
婚
式
の
、
式
場
へ
の
案
内
か
ら
始
ま
っ
て
、
舞
い
、

三
三
九
度
、
様
々
な
こ
と
が
占
め
て
い
る
。

生
田
会
館
の
二
階
。
ま
だ
木
の
香
り
の
し
そ
う
な
結
婚
式
場
。

梅
本
さ
ん
に
つ
い
て
〃
豊
栄
の
舞
い
〃
と
い
う
の
を
教
え
て
も
ら

う
。
も
う
一
枚
上
か
ら
白
い
衣
装
を
着
て
、
こ
れ
が
ま
た
そ
で
が

ず
っ
と
長
い
も
ん
だ
か
ら
、
た
く
し
上
げ
た
ら
に
ら
ま
れ
た
。
そ

で
口
の
所
を
三
枚
に
重
ね
る
ん
だ
そ
う
だ
。
横
の
梅
本
さ
ん
の
動

き
を
左
目
に
見
な
が
ら
、
見
よ
う
見
ま
ね
で
踊
り
だ
す
。
な
ん
せ

床
が
ぴ
か
ぴ
か
に
み
が
い
て
あ
る
の
で
、
く
る
り
と
回
る
と
こ
な

ん
か
優
雅
に
ゆ
っ
た
り
な
ん
て
と
こ
じ
ゃ
な
い
。
こ
な
い
だ
の
フ

ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
み
た
い
に
く
る
く
る
っ
と
ま
わ
り
そ
う
に
な

り
、
あ
わ
て
て
足
を
ふ
ん
ば
っ
た
ら
、
袴
を
踏
み
そ
う
に
な
り
、

お
ま
け
に
冠
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
の
は
い
い
け
ど
、
動
く
た
び
に

習いたての“豊栄の舞い' ’何だかスケートを思いだしたようにさかん
にクルクル回ってました

製鴬
露Ｉ
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頭
の
て
つ
・
へ
ん
で
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る
し
、
も
う
散
々
だ
っ
た
。
日

頃
ロ
ッ
ク
が
し
み
つ
い
た
身
体
に
は
、
雅
や
か
な
雅
楽
の
音
色
は

ど
う
も
似
合
わ
な
い
。
二
回
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
身
体
中
汗
だ
ら

け
。さ

て
次
は
三
三
九
度
の
お
杓
の
仕
方
。
花
婿
、
花
嫁
の
前
の
、

大
、
中
、
小
、
三
つ
の
盃
に
、
そ
れ
ぞ
れ
一
、
二
、
三
と
お
神
酒

を
入
れ
る
ん
だ
そ
う
だ
。
こ
の
場
合
は
二
人
で
、
一
人
は
盃
を
取

っ
て
や
り
、
そ
の
あ
と
か
ら
も
う
一
人
が
つ
い
で
ま
わ
る
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
も
う
結
婚
式
の
は
じ
ま
る
時
間
に

な
っ
た
。
あ
れ
位
の
特
訓
じ
ゃ
あ
ま
だ
実
用
は
な
さ
な
い
。
そ
れ

に
、
結
婚
す
る
御
両
家
に
失
礼
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
式
場
に

け
っ
た
い
な
正
女
が
い
た
た
め
に
、
将
来
二
人
の
上
に
も
し
も
の

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
い
ろ
い
ろ
加
藤
権
宮
司
考
え
た
う

え
、
私
に
は
参
列
者
全
員
に
す
す
ぎ
水
を
か
け
る
役
と
、
花
嫁
さ

ん
を
式
場
に
案
内
す
る
役
と
を
下
さ
っ
た
。
小
さ
な
ひ
し
ゃ
く
か

ら
水
を
そ
そ
ぐ
だ
け
な
の
に
、
こ
れ
が
意
外
と
し
ん
ど
か
つ
た
。

ず
っ
と
中
腰
で
や
っ
て
た
か
ら
腰
の
痛
い
こ
と
。
花
婿
側
、
花
嫁

側
一
列
に
並
び
、
先
頭
に
正
女
一
人
ず
つ
立
ち
、
式
場
へ
と
入
る

の
で
あ
る
が
、
花
婿
さ
ん
と
こ
が
み
ん
な
入
っ
た
の
で
、
次
は
我

が
ほ
う
。
と
こ
ろ
が
、
さ
あ
そ
れ
で
は
ど
う
ぞ
、
と
歩
き
出
し
た

ら
、
私
一
人
さ
っ
さ
と
歩
い
ち
ゃ
っ
て
、
後
の
方
と
ぐ
っ
と
間
が

あ
い
て
し
ま
い
、
ま
た
ま
た
叱
ら
れ
た
。

「
も
っ
と
お
し
と
や
か
に
歩
け
ん
か
ね
え
」

よ
う
や
く
全
員
式
場
に
入
り
、
重
々
し
く
扉
は
し
ま
っ
た
。
私

は
一
番
末
席
に
小
さ
な
椅
子
を
用
意
し
て
も
ら
い
、
特
別
参
加
。

朗
々
と
し
た
井
上
禰
宜
の
挨
拶
で
、
い
よ
い
よ
三
宅
、
薄
井
御
両

家
の
結
婚
式
が
始
ま
っ
た
。
さ
っ
き
汗
び
っ
し
ょ
り
で
習
っ
た
ば

か
り
の
〃
豊
栄
の
舞
〃
、
今
回
は
安
田
さ
ん
と
大
竹
さ
ん
、
い
と

も
軽
々
と
踊
っ
て
い
る
。

神
前
結
婚
に
も
指
輪
の
交
換
が
あ
る
な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た

な
あ
。
花
婿
か
ら
花
嫁
に
、
そ
し
て
花
嫁
か
ら
花
婿
に
、
無
事
結

婚
指
輪
が
交
換
さ
れ
た
瞬
間
、
私
は
思
わ
ず
手
を
た
た
き
そ
う
に

な
っ
た
。
だ
っ
て
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
キ
に
ナ
イ
フ
が
入
っ
た

瞬
間
、
み
ん
な
拍
手
す
る
じ
ゃ
な
い
。
あ
れ
と
同
じ
感
覚
で
、
私

馬子にも衣裳？とっても聖女さんらしくなりました新婦の親族を式場に案内します。自分が花嫁になった気でいるんじゃない？

’
7４
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瞬
間
ひ
っ
こ
め
た
。
御
両
人
が
榊
を
奉
納
、
仲
人
さ
ん
が
両
家
を

代
表
し
て
こ
れ
ま
た
榊
を
う
や
う
や
し
く
納
め
、
井
上
禰
宜
の
合

図
の
も
と
に
礼
を
し
て
、
パ
チ
パ
チ
ッ
と
手
を
た
た
い
て
、
ま
た

礼
を
し
て
、
そ
い
で
も
っ
て
式
は
終
り
。
（
も
っ
と
な
ん
か
あ
っ

た
よ
う
な
気
も
す
る
ん
だ
け
ど
．
…
：
、
花
嫁
さ
ん
の
ド
レ
ス
が
と

っ
て
も
き
れ
い
で
み
と
れ
て
い
た
か
ら
、
も
う
ひ
と
つ
あ
い
ま
い

な
点
が
あ
る
こ
と
は
平
に
御
容
赦
ノ
．
）

結
婚
式
も
無
事
終
り
、
私
の
疋
女
生
活
も
こ
れ
に
て
さ
ら
ば
と

思
い
き
や
、
ま
だ
ま
だ
お
み
く
じ
売
る
役
が
あ
り
ま
っ
せ
、
と
、

ま
た
も
や
加
藤
権
宮
司
が
呼
び
に
来
た
。
と
に
か
く
と
こ
と
ん
や

ら
せ
る
つ
も
り
な
の
だ
。
現
在
、
生
田
神
社
に
は
職
員
と
し
て
の

正
女
さ
ん
は
六
人
、
そ
の
他
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
常
時
百
人
の
女

子
大
生
が
登
録
さ
れ
て
い
る
の
だ
そ
う
だ
。
春
や
秋
の
結
婚
シ
ー

ズ
ン
に
は
本
当
に
休
む
ひ
ま
も
な
い
忙
が
し
さ
だ
と
の
こ
と
。

三
三
九
度
の
要
領
も
わ
か
っ
た
し
、
今
度
人
手
の
た
り
な
い
時

は
喜
こ
ん
で
お
手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。

し
か
し
、
で
き
る
も
の
な
ら
、
盃
受
け
る
立
場
に
な
り
た
い
ね

え
。
御
神
酒
っ
て
ど
ん
な
味
が
す
る
ん
だ
ろ
う
。
そ
う
、
た
だ
そ

れ
が
知
り
た
い
だ
け
。

の
両
の
手
は
今
ま
さ
に
音
を
発
し
ん
と
し
て
、
あ
た
り
の
異
様
な

雰
囲
気
、
と
い
う
か
静
寂
に
さ
ま
た
げ
ら
れ
た
。
（
あ
－
、
ヨ
カ

ッ
タ
）三

三
九
度
の
杯
で
あ
る
。
な
ん
と
ま
あ
、
あ
れ
も
一
、
二
度
は

入
れ
る
真
似
だ
け
な
ん
だ
。
三
度
目
で
よ
う
や
く
盃
に
そ
そ
ぐ
ん

だ
っ
て
。
あ
－
。
私
が
や
っ
て
た
ら
、
三
度
と
も
き
っ
ち
り
そ
そ

い
で
多
分
盃
か
ら
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
た
だ
ろ
う
。

正
女
さ
ん
は
、
あ
ん
ま
り
背
の
高
い
人
じ
ゃ
駄
目
な
ん
だ
そ
う

だ
。
式
場
の
様
子
を
見
て
い
た
ら
、
そ
れ
も
道
理
と
思
わ
れ
る
。

和
田
ア
キ
子
や
マ
ッ
ハ
文
朱
み
た
い
の
が
目
の
前
に
立
っ
て
、
ぐ

い
と
盃
さ
し
出
し
、
一
、
二
の
三
、
な
ん
て
御
神
酒
を
そ
そ
い
だ

ら
、
威
圧
感
で
盃
持
つ
手
が
ふ
る
え
る
に
ち
が
い
な
い
。
（
す
る

こ
と
が
な
い
か
ら
し
よ
う
も
な
い
こ
と
ば
か
り
考
え
る
）

花
婿
、
花
嫁
誓
い
の
言
葉
。
練
習
し
た
ら
し
く
実
に
堂
々
と
彼

は
誓
詞
を
読
み
上
げ
た
。
ま
た
ぞ
ろ
両
手
が
前
に
出
て
、
た
た
く加藤権宮司にモデルになってもらって三三九度の練習

7５

指導／加藤隆久く生田神社権宮司＞
･ 協力／生田神社
写真／橋本英男

こんなもんでええのとちがう？きれいになったよ
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ピッグショールをあしらって

を
守
り
続
け
る
ニ

ナ
・
リ
ッ
チ
の
服

が
ぴ
っ
た
り
合
う

ん
で
す
よ
。
パ
リ

の
一
一
ナ
・
リ
ッ
チ

代
表
者
の
方
も
大

材
、
ソ
フ
ト
感
覚
派
に
は
一
一
ツ
ト
、
ジ
ャ
ガ
ー
ド
プ

リ
ン
ト
の
素
材
な
ど
が
選
ば
れ
て
い
る
。
色
は
、
黒
．

ロ
・
ペ
ー
ジ
『
一
な
ど
の
ナ
チ
ュ
ラ
ル
カ
ラ
ー
に
、
ピ

ン
ク
・
グ
リ
ー
ン
・
ブ
ル
ｉ
と
い
っ
た
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
パ
ス
テ
ル
カ
ラ
ー
と
い
わ
れ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

カ
ラ
ー
を
プ
ラ
ス
し
た
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
が
主
流
に

な
っ
て
い
る
。

キ
ゴ
フ
パ
ン
で
は
特
に
異
素
材
の
組
み
合
わ
せ
を

提
案
し
て
お
り
、
個
人
個
人
が
着
こ
な
し
を
工
夫
し

て
個
性
的
な
お
し
ゃ
れ
を
楽
し
も
う
と
い
う
趣
向
。

気
に
な
る
価
格
の
方
は
、
昨
年
の
春
・
夏
よ
り
値
上

が
り
な
し
と
い
う
こ
と
で
す
。
春
へ
む
か
っ
て
の
服

装
プ
ラ
ン
の
参
考
に
な
さ
っ
て
は
。

せ
て
ワ
ン
ピ
ー

ス
を
作
る
人
も

い
る
と
か
。
素

朴
な
い
い
ド
レ

ス
に
な
り
そ
う

だ
「
あ
す
か
」

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ

ン
Ｂ
１
倉
２
２

２
‐
０
８
８
５

こ
と
で
す
。
そ
の
Ｇ

Ｒ
Ｏ
ｖ
Ｅ
の
カ
タ
ロ

グ
が
ま
た
い
い
本
な

ん
で
す
。
第
一
号
は

秋
冬
号
と
い
う
こ
と

で
こ
の
た
び
発
刊
さ

☆
ド
レ
メ
の
生
徒
た
ち
に
よ
る

杉
野
芳
子
新
作
発
表
会

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
界
大
御
所
の
杉
野
芳
子
先
生
の
デ

ザ
イ
ン
を
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
師
範
科
の
生
徒
の

製
作
で
生
徒
た
ち
自
身
が
モ
デ
ル
に
な
っ
て
と
い
う

恒
例
の
シ
ョ
ウ
。
「
女
性
は
み
ん
な
美
し
く
な
れ
る
」

と
い
う
信
念
の
杉
野
先
生
、
今
回
の
神
戸
の
シ
ョ
ウ

に
は
来
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
ド

レ
ス
と
ス
ポ
テ
ィ
ー
な
タ
ウ
ン
ウ
ェ
ア
ー
に
変
わ
ら

な
い
若
々
し
い
セ
ン
ス
が
見
ら
れ
た
。

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院
々
長
の
福
富
芳
美
先

生
は
じ
功
ド
レ
メ
の
フ
ア
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
動
き
に
期

待
す
る
人
た
ち
で
国
際
会
館
の
ホ
ー
ル
は
満
員
の
華

や
か
な
シ
ョ
ウ
だ
っ
た
。

★
情
緒
の
あ
る
ニ
ナ
・
リ
ッ
チ
専
門
店

話
題
の
北
野
町
は
異
人
館
通
り
、
旧
ス
ク
デ
ー
ー
ッ

ク
邸
に
、
本
格
的
一
一
ナ
・
リ
ッ
チ
専
門
店
「
Ｍ
Ａ

ｖ
ｌ
Ｅ
」
が
あ
り
ま
す
。
店
主
の
今
村
和
子
さ
ん
は

２
Ｆ
に
オ
ー
ダ
ー
サ
ロ
ン
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ブ
ラ
ン
ド

商
品
を
、
１
Ｆ
に
一
一
ナ
・
リ
ッ
チ
・
ブ
テ
ィ
ッ
ク
を

オ
ー
プ
ン
。
婦
人
服
、
洋
品
雑
貨
か
ら
紳
上
用
品
、

香
水
、
旅
行
バ
ッ
グ
な
ど
商
品
数
は
相
当
揃
え
て
あ

る
。
今
村
さ
ん
は
「
こ
の
建
物
と
、
真
の
女
ら
し
さ

★
ナ
チ
ェ
ラ
ル
カ
ラ
ー
＋
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
カ
ラ
ー
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト

キ
ャ
ラ
バ
ン
（
神
戸
／
生
田
区
川
衆
通
曾
２
４
１

１
８
２
２
１
）
の
鋤
代
の
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
を
対

象
に
し
た
ブ
ラ
ン
ド
舌
鳥
貝
８
房
で
は
皿
月
晦
日

、
１
浬
日
ま
で
キ
ャ
ラ
バ
ン
神
戸
店
に
於
て
〃
エ
レ
ガ

ン
ト
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
“
と
題
し
た
氾
春
夏
ヴ
ァ
ン
ニ
コ

１
７６
１

蕊
☆
流
行
っ
て
ま
す
、
素
朴
な
藍
染
木
綿

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
の
可
愛
く
お
酒
落
な
骨
董
屋
さ

ん
『
あ
す
か
」
に
は
、
藍
染
木
綿
の
布
が
い
っ
ぱ
い

全
部
江
戸
時
代
の
頃
、
掛
袋
団
だ
っ
た
も
の
を
ほ
ど

い
た
の
だ
そ
う
だ
。
長
い
間
洗
わ
れ
晒
さ
れ
て
き
て

い
る
の
で
素
朴
で
し
な
や
か
な
手
触
り
だ
。
ア
ル
バ

ム
の
カ
バ
ー
や
坐
袋
団
に
し
て
も
売
っ
て
い
る
が
、

端
布
で
何
か
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
？
本
の
カ
バ
ー

に
な
る
端
布
で
、
円
位
か
ら
。
何
枚
も
つ
な
ぎ
合
わ

プにトンルシアテた商販に３今をし
りはラの、ルルイ。品売各月年開の
ンギツ素エク派カスがさ店、、い展
トヤド材ダウにジポ揃れ頭４２た示
素（派、ミｉは二１つるで月月・会

☆
知
的
セ
ン
ス
が
漂
う
ロ
ベ
ル
タ
カ
ラ
ー

セ
ン
タ
ー
街
セ
ン
ク
ー
ピ
ル
入
口
の
レ
デ
ィ
ス
ワ

タ
ナ
ベ
の
シ
ョ
ウ
ウ
イ
ン
ド
ウ
を
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
。
あ
の
強
い
個
性
を
も
っ
た
ロ
ベ
ル
タ
・
デ
ィ

カ
メ
リ
ー
ノ
の
ド
レ
ス
、
バ
ッ
グ
、
ス
カ
ー
フ
、
ネ

ク
タ
イ
な
ど
が
、
色
も
鮮
や
か
に
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
さ

変
な
お
気
に
入
り
で
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
品
数
も

ど
ん
ど
ん
増
や
し
、
良
い
お
店
に
し
ま
す
。
」
と
大

張
り
切
り
。
遠
く
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
多
い
よ
う
だ

散
策
の
途
中
に
ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
っ
て
み
て
下
さ
い

山
本
通
２
丁
目
８
‐
ｕ
雷
２
４
２
‐
６
４
３
９

れ
で
い
ま
す
。
店
長
の
渡
辺
三
船
さ
ん
は
「
ロ
ベ
ル

タ
の
ド
レ
ス
と
い
う
の
は
、
ハ
ン
ガ
ー
に
吊
っ
て
あ

る
と
わ
か
ら
な
い
け
ど
、
人
の
身
に
つ
け
る
と
、
ち

ゃ
ん
と
体
型
の
欠
点
を
カ
バ
ー
し
て
美
し
く
見
せ
る

計
算
さ
れ
つ
く
し
た
服
で
す
。
」
と
大
変
な
惚
れ
込

み
よ
う
。
幾
何
模
様
、
だ
ま
し
柄
な
ど
特
徴
の
あ
る

プ
リ
ン
ト
の
ド
レ
ス
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
お
値
段
は

十
五
万
ｉ
二
十
五
、
六
万
円
ぐ
ら
い
。
意
外
と
お
買

得
な
の
が
小
物
入
れ
、
財
布
、
ベ
ル
ト
、
ネ
ッ
ク
レ

ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
な
ど
の
雑
貨
類
。
Ｒ
の
イ
ー
ー
シ
ャ

ル
入
り
で
す
。
彼
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ネ
ク
タ
イ
な

ど
も
い
か
が
で
す
か
。
雷
３
３
１
１
１
６
５
０

れ
、
今
店
頭
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
第
二
号
は
春
夏

号
と
し
て
２
月
上
旬
に
発
刊
の
予
定
で
｛
兎
ち
ょ
っ

と
シ
ャ
し
て
て
面
白
い
内
容
で
す
。
ま
た
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｖ

Ｅ
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ッ
グ
も
粋
。
大
ぶ
り
で
肩
か

ら
下
げ
ら
れ
る
よ
う
工
夫
さ
れ
た
ひ
も
も
持
ち
や
す

い
で
す
よ
。
ち
な
み
に
こ
の
バ
ッ
グ
は
Ａ
・
，
。
Ｃ
の

パ
ッ
ケ
ー
ジ
部
門
で
今
年
度
入
賞
作
品
だ
そ
う
で
す

品の良いワンピース

今村和子さん

★
い
い
音
楽
を
聞
い
た
だ
け
で
素
晴
し
い
朝
を
迎
え

ら
れ
る
女
性
の
た
め
に
ホ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス

ワ
ー
ル
ド
㈱
の
新
し
い
ブ
ラ
ン
ド
Ｇ
Ｒ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
は

も
う
ご
存
知
で
す
ね
。
キ
ャ
リ
ア
ウ
ー
マ
ン
の
ワ
ー

ド
ロ
ー
プ
に
最
適
の
知
的
で
活
動
的
な
洋
服
た
ち
の

騒
評
④
麗
閏
弓
診
勘
雷
国
邑
望
勘
弓
邑
弓
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こ
と
し
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
格
調
あ
る
エ
レ
ガ
ン
ス
を
お
と
ど
け
い
た
し
ま
す
。

、『 冷凸，''作"?《ｼｲ”'''耐ん
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『

Ｌ

世きのうとちがう私の世界
新しい年
新しいお酒落
あけましておめでとうございます。
今年も装苑の装いでステキな貴女に. . …．

ハリの服飾大使館

≦祇嬬詞
一雌井まつー
⑳装苑大丸前店一一三宮町3 丁目4 ５

蜜3 3 1 - 7 5 5 0

⑥装苑ｾ ﾝ ﾀ ｰ プﾗ サ店一ｾ ﾝ ﾀ ｰ プﾗ ザ2 Ｆ
壷3 3 1 - 2 0 3 8

●本社ﾒ ｰ ｶ ｰ 部門一灘区将軍通り3 - 4 - 2 4
念8 8 1 - 0 9 0 7
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新たなる時の清しさ。

合

■神戸さんプラザ店

さんち力、店

■大阪千里阪急地下街店

阪急ファイブ

西武高槻店

泉北パンジョ店

■宝塚阪急ファミリーストア店

団大津西武大津ＳＣ店
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ディスサウナで、気持よく美
しく生きていくためのビユー
ティケアを重ねていきませんか。
●ｴ ｽ ﾃ ﾃ ｼ ｨ ｯ クルーム新設ノ
最新美容機器を導入、いっそ
う充実して､ フレッシュな素肌
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サウナコース､ ｡ ………･ ￥1 , 4 0 0
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